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試 験 科 目 ： 憲 法  

 

1 .  出題 趣旨  

 第 １ 問 で は 、 受 刑 者 の 選 挙 権 制 限 に つ い て 、 在 外 国 民 選 挙

権訴 訟（ 最 大判 平 1 7 ･9 ･1 4）を 参考 に検 討 する こと が求 め ら

れ て い る 。 同 判 決 は 、 選 挙 権 行 使 の 制 限 に つ い て 「 や む を 得

な い 事 由 」 を 要 求 し て い る 。 し た が っ て 、 本 問 で も 、 禁 固 刑

以 上 の 受 刑 者 の 選 挙 権 行 使 を 一 律 に 制 限 す る こ と に 「 や む を

得な い事 情 」が ある かを 検 討す るこ とが 必 要と なる 。  

 こ れ ま で 受 刑 者 の 選 挙 権 制 限 に つ い て は 、 国 側 は 、 ① 受 刑

者 は 著 し く 遵 法 精 神 に 欠 け 公 正 な 選 挙 権 行 使 を 期 待 で き な い

こ と 、 ② 刑 事 施 設 収 容 中 で あ る こ と に 伴 う 事 務 的 支 障 、 ③ 情

報 取 得 の 困 難 、 等 を そ の 根 拠 と し て 挙 げ て き た 。 こ れ ら は 合

憲 論 の 軸 と す る こ と が で き だ ろ う 。 こ れ に 対 し 、 違 憲 主 張 す

る 場 合 に は 、 遵 法 精 神 と い う 点 で は 故 意 犯 と 過 失 犯 を 一 律 に

扱 う こ と は で き な い こ と 、 選 挙 犯 罪 に よ ら な い 受 刑 者 に つ い

て ま で 選 挙 権 制 限 す る こ と に 合 理 性 が な い こ と 、 受 刑 者 に 憲

法 改 正 国 民 投 票 が 許 さ れ て い る の で あ れ ば 刑 事 施 設 の 事 務 的

支 障 は 問 題 と な ら な い こ と 、 現 行 の 刑 事 施 設 法 の 下 で は 情 報

取得 も困 難 では ない こと 、 等を 主張 する こ とが 考え られ る 。  

 第 ２ 問 で は 、 統 治 分 野 の 基 礎 的 事 項 に 関 す る 知 識 を 確 認 し

た 。 政 党 の 憲 法 上 の 位 置 づ け や 役 割 に つ い て は 、 判 例 は 八 幡

製 鉄 事 件 や 共 産 党 袴 田 事 件 等 で 繰 り 返 し 言 及 し て い る の で 、

本問 では そ れら に即 して 解 答す るこ とが 求 めら れる 。  

 

2 .  採点 実感  

 在 外 国 民 選 挙 権 訴 訟 は 、 選 挙 権 制 限 の 合 憲 性 を 考 え る 上 で

重 要 な 判 例 で あ る の に 、 判 例 に 即 し た 検 討 を 行 っ た 者 は 極 め

て少 なか っ た。ま た、刑 事施 設法 や 憲法 改正 手 続法 の存 在は 、

違 憲 主 張 を 行 う 際 に 有 利 に 働 く と 考 え ら れ る と こ ろ 、 問 題 文

を使 いこ な せて いな い受 験 生が 少な くな か った 。  

 

3 .  学習 方法  

 判 例 に 従 っ て も 違 憲 主 張 で き る よ う な 場 合 に は 、 な る べ く

判 例 の 規 範 に 基 づ き な が ら 違 憲 論 を 組 み 立 て る よ う に し 、 判

例 の 規 範 に 基 づ い た の で は 説 得 的 に 違 憲 主 張 す る こ と が 難 し

い 場 合 に 限 り 、 学 説 に 基 づ き つ つ 合 憲 性 判 断 基 準 を 定 立 す る

と い う の が 、 お そ ら く 実 務 の 現 実 で あ る 。 そ の 意 味 で も 、 判

例学 習の 積 み重 ね は 極め て 重要 であ る。判例 学 習 に 際 して は、

事実 関係 に も十 分気 を配 っ てい ただ きた い 。  


